











































【取り組み】JCI 受審に向けての担当者を医療情報課におき、先ずは JCI 
Standard for Hospital（病院用の JCI 基準書）を読み込むことから行った。
JCI ではどのようなことが求められているのかを理解し、その内容を職員に周
知していくことに時間を要した。それと並行しながら、JCI 受審委員会および


























































































質 3）緊急事態 4）火災時の安全確保 5）医療機器 6）ユーティリティシステ
ム とに分類される。審査官はこれらについて、文書（Document Review）









































ーベイランスがある。前者が VAP バンドル実施率、そのアウトカムが VAP
発生率減少である。バンドル実施により確実に実践すべき感染対策の明確化、
かつ観察法、チェックリストによるホーソン効果、これらにより感染率低減、
手指衛生実施率の向上が図れた。このようにリスクアセスメントに基づくプロ
アクティブな活動が本来の感染管理の PDCA サイクルであり、その基盤は継
続的なサーベイランスの実践であろう。
10月
15日
（木）
一般演題・口演
